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指宿地方における遺跡の火山噴出物層序

その 1 北部台地

成尾英仁

1.はじめに

町田・新井 (1976)による AT火山灰（姶良一丹沢火山灰）の発見を皮切りに，同じ町田・新井

(1978)による Ah火山灰（アカホヤ火山灰）の発見など日本全域を覆うような超広域火山灰が次

々と報告され，考古学にも少なからず影響を与えつつある。

AT火山灰は約 22000年前に， Ah火山灰は約6300年前に噴出したことが理化学的方法により明

らかにされており，旧石器時代および縄文時代を示す貴重な示標火山灰（マーカー・テフラ）であ

る(MACHIDA, 1981)。

ところでこの二つの火山灰の噴出源は鹿児島県下にある姶良カルデラと鬼界カルデラと推定され

ており，噴出物は火山灰だけでなく降下軽石や火砕流を伴ない複雑な様相を呈し厚さも増加してい

る。

一方，このような超広域火山灰に対し県下には中～小規模の火山噴出物も多数存在している。

これらの火山噴出物はそれぞれ噴出源・年代を異にしており，分布も薩摩半島・大隅半島に跨るよ

うなものから，噴出源近くに局所的に見られるものまで様々である。噴出源は現在も活動している

霧島・桜島両火山をはじめ指宿地方の池田火山，開聞岳火山である（図ー 1)。

このように鹿児島県を含む南九州一帯には超広域火山灰から中～小規模火山噴出物まで，多数の

火山噴出物が存在していることから正確な層序・分布を明らかにするうえで好都合である。

最近鹿児島県下では考古遺跡の発見•発掘が相次いでいるが，大半の遺跡では厚い火山噴出物の

間から遺物が出土することが報告されている。従来遺跡内における火山噴出物の取り扱いについて

はあまり重要視されていなかったが，町田（ 1977)による指摘以来その重要性が認識されくわしい

記載が行われつつある。

筆者は薩摩半島南東部に位置する指宿火山地域で火山噴出物に関する種々の調査を行っているが，

幸いにも数年間にわたり指宿地方での発掘に参加し，遺跡内での火山噴出物の堆積状態を観察する

機会を得，火山噴出物と遺物との関係についていくつかの知見を得ることができた。

筆者の作業はまだ継続中であるが現在までに知ることのできた火山噴出物と遺物との関係につい

て指宿地方の例を中心を紹介することにする。

本論文を作成するにあたり鹿児島県考古学会長河口貞徳氏，県文化課現・旧職員の方々，指宿市

教育長仁之方忠雄氏，指宿市教育委員会社会教育課の方々，指宿高校教職員の方々には大変お世話
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になった。とりわけ文化課職員の方々には現地や県内各地の遺跡で討論する機会を何回となくもっ

ていただいた。これらのお世話になった方々に対し深く感謝の意を表わします。

図ー］中の記号・番号の説明

A：霧島火山群 B ：桜島火山 C：指宿火山群 D：硫黄岳 E ：新岳

F:中ノ島御岳 G ：諏訪ノ瀬島御岳

a :加久藤カルデラ b :姶良カルデラ C :阿多カルデラ d :池田カルデラ

e :鬼界カルデラ

1. 日東 2. 上場 3. 田中 4. 山崎 5. 出水貝塚 6. 尾賀台貝塚

7. 市来貝塚 8. 中尾田 9. 石峰 10.桑ノ丸 11.城山々頂 12.加治屋園

13.加栗山 14.草野貝塚 15.辻堂原 16.高橋 17.村原 18.松ノ尾

19.北部台地 20.橋牟礼川 21.成川 22. 田中 23.宮之迫 24.東黒土田

25.王子 26. 山ノロ 27.大泊貝塚 2.8.一湊 29.下剥蜂 30.広田

図ー 2中の番号の説明

l. 小牧第［調査区 2. 岩本 3. 小牧3A 4. 岩本（新西方） 5.鳥山

6.渡瀬 7.幸屋 8. 宮之前 9.中川 10.横顛

11.道上 12.矢石 13.指宿高校 14. 南迫田 15. 南丹波

16.橋牟礼川 17.摺ケ浜 ］8.大山崎 19.新番所後 20.大渡

21.成川 22.山根貝塚 23.竹山 24.岡児ケ水 25.田中

26.京田前 27.玉 利 28.上仙田 29.神払 30.寺鼻

31.ムコ入谷
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図 1 鹿児島県内の火山・カルデラ・遺跡の分布
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図2 指宿地方における火山と遺跡の分布
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2.指宿市北部台地における遺跡の層序

(1) 指宿地方の火山と遺跡

図ー2に示されるように指宿地方には指宿火山群（中央火口丘群・池田カルデラ・開聞岳火山）

があり，約 3万年前から活発に噴火をくりかえしていたことが知られている（成尾・小林 1983)。

中央火口丘群は約 3万年前に形成されたもので指宿火山群の主体部を占めている。中央火口丘群I])

西端に形成された池田カルデラい胡）は約5000年前の火山活動によるものである。さらに南にある

開聞岳は4000~1100年前の約3000年間にわたって成長したトロ・コニーデ型の二重式火山で

ある。

指宿地方にはこれらの火山に起源をもつ多数の火山噴出物が広範囲に厚く堆積している。そのた

め遺跡内においても火山噴出物が厚く堆積し，古くから遺物との関係が注目されてきた。特に浜田

耕作らによる大正 8年の橋牟礼川遺跡発掘では，火山噴出物によって遺物が上下に分けられること

が示された（浜田 1921)。

昭和20年代から30年代にかけては橋牟礼川遺跡・成川遺跡・大渡遺跡等の発掘が相次ぎ，主に開

聞岳火山噴出物と遺物との関係が明らかにされた。一方，昭和42年の頴娃町北手牧遺跡の発掘， 1lll

和50年から毎年おこなわれた指宿市北部台地での発掘により，新期火山噴出物と遺物との関係が明

らかにされている。

これら一連の発掘により指宿地方に存在する遺跡の火山噴出物層序は，指宿市北部台地から頴娃

町北部台地にかけてのものと，開聞町・山川町・指宿市南部のものとでは大きく異なっていることが

わかってきた。それは後者の地域が池田火山噴出物や開聞岳火山噴出物により厚くおおわれている

ために生じた相違であり，火山活動によって遺跡内の層序が左右されるよい例である。

(2) 指宿市北部台地の火山噴出物層序

指宿市北部に広がる台地（北部台地）は鹿児島湾沿いに宮ケ浜から喜入町中名まで細長く続く台

地の南端部に相当し，入戸火砕流がつくるいわゆるシラス台地である。北部台地の幅は最大1km, 

長さは約4kmであり，南を港川に北を田貫川により限られている（図ー 3)。台地は定高性を持ち

平均50~60mである。台地内部には顕著な河川はないが，鹿児島湾に流れこむ小河川はいくつかあ

り，それらにより台地はいくつかの小ブロックに分断されている。図ー 3に示されるように北部台

地には旧石器時代から古墳時代にかけての多くの遺跡が分布している。昭和50年より始った土地改

良事業に伴なう発掘で，遺跡内における火山噴出物の層序が明らかにされ，図ー 4に示されるよう

に噴出源・年代の異なる火山噴出物が厚く堆積している。

これらの噴出物を便宜J:入戸火砕流を境にして下位を旧期火山噴出物，上位を新期火山噴出物と

して分けて説明する。
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① 旧期火山噴出物
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四火砕流台地

に口火山丘陵

鵬火山々地

1魔児島湾 I

k 古噴時代 J 縄文時代

Y 弥生時代 P 旧石期時代

北部台地の基盤をつくっている岩石は阿多火山砕流の溶結したもので黒色粗駆の硬い岩石となっ

ている。鹿児島湾沿いの道路脇や田貫川南岸の崖部に露出している。この上に砂礫層を挟んで今和

泉火砕流が堆積している。これは今和泉の十石海岸付近に噴出源をもつ小規模の火砕流でシラス様

の特徴をもっている。遺跡内にも分布しているが，厚さは数mと比較的薄く粘土化が進んでいる。

今和泉火砕流の上には指宿火山の中央火口丘群に噴出源をもつ唐山火山噴出物が厚く堆積している。

茶褐色～灰色をした粗粒の火山灰と火山礫・スコリアの互層からなり，場合によっては火山灰はき

わめて硬く固結し外見上砂岩様になっていることもあり，発掘に際しクワを用いて掘り起さなけれ
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ばならないほどである。唐山火山噴出物は小牧3A遺跡・小牧第11調査区内遺跡においては顕著に

堆積し遺跡の直接の基盤を構成している。

以上の三層の火山噴出物は“C年代測定から約4~3万年前に噴出したと推定され，北部台地で

は何らの遺物も包含していない。

唐山火山噴出物の上には入戸火砕流が堆積している。入戸火砕流は下部に約80cmの厚さの大隅降

下軽石を伴っており，台地入口の小牧集落では二つが成層した状態で堆積している。大隅降下軽石

の大きさは平均 1cm前後で角張っている。後述するように入戸火砕流の厚さは大きく変化し，瀬崎

付近では50mにも達するが台地内部では急激に薄くなり小牧3A遺跡・岩本遺跡ではわずか数mに

なり，所によっては失なわれてしまい大隅降下軽石だけが堆積していることもある。入戸火砕流は

厚い部分では白色であるが，層の薄い部分では赤橙色～黄色となっている。

② 新期火山噴出物

入戸火砕流より上位にはそれぞれ噴出源・年代を異にする 6枚の火山噴出物と，その間に発達す

る黒色腐植土が数mの厚さに堆積しているが，火山噴出物は下位から順に次のような特徴をもって

いる。

(a) 第2イエロー火山灰

黄臼色～乳白色をした粘土質の火山灰で，厚さはどの地点でも約15cmとほぽ一定である。火山灰

の上下は粘土質の黒茶～茶褐色土にはさまれているが，その境界は不鮮明で漸移しているように見

える地点もある。鏡下では角閃石 (Ho)・斜長石(pI)・火山ガラスが認められるが，比較的細粒

で0.5~1111111程度の大きさである。噴出源は未詳であるが指宿地方では厚さ・粒径ともあまり変化

せず一定であることから，噴出源は指宿地方以外にあると推定される。 14C年代は知られていない

が遺物との関係から約 15000年前のものと推定される。

(b)桜島起源降下軽石

町田 (1981a)により「薩摩」と命名された火山噴出物に相当し県下に広く分布する。北部台地

はちょうど分布の南限に近く，遺跡内の大部分の地点では径 1~2 cmの角張った黄色軽石が黒色腐

植土中に点在するのみである。しかしまれに保存の良い地点では降下軽石とガラス質火山灰が］O~

]5C111の厚さで堆積している。鏡下では紫蘇輝石(Hy)・斜長石（pI)・ガラスが認められるが，粒

径は 2~3mと比較的大きい。この降下軽石は桜島に近づくにつれ層厚・粒径が増加することから

噴出源は桜島と考えられ，大木・早坂（ ]970)の新期火山灰・軽石層のうち薄層理軽石質火山灰直

下の降下軽石に対比される。噴出年代は14C年代測定値から約］ 0000~]2000年前である。
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図5 北部台地等高線図

(c) 権現山火山噴出物

•アカホヤ直下にある厚さ30~40cmの比較的薄く乳白色～肌色をした弱粘質の火山噴出物である。

火山灰を主体とするが， 4~5111111の大きさで赤橙色をしたスコリアも点在し，岩本遺跡の保存の良

い場所では薄く成層していることもある。鳥山遺跡などでは硬さが異なり上下二層に区分できる。

下位にある黒色腐植土との境界はイレギュラーで複雑に入り組んでいたり，火山灰が直径5cm前後

のボールとなって黒色腐植土中にはいりこんでいたりする。これに対し上位のアカホヤとの境界は

直線状でシャープであり，黒色腐植土や風化土等はみられない。従って権現山火山噴出物とアカホ

ヤとの年代はそれほど離れていないと考えられる。後述するように本層中には異なる数型式の土器

が包含されていること，火山灰・スコリアなど異なる火山噴出物を含んでいることから，薄いなが

ら長期間にわたって少量ずつ降下し堆積したものと推定される。噴出源は等厚線図から指宿火山の

中央火口丘群のうちどれかに対比される。噴出年代については14C年代の測定値がないのではっき

りしないが，包含される土器型式の時代やアカホヤの 14c年代から約7000年前を中心とする数百

年間におさまると考えられる。本層は種子島の現和地区の遺跡でも認められる。



指宿地方における遺跡の火山噴出物層序 115 

(d) アカホヤ（幸屋火砕流）

南九州には地表近くにガラス質で赤橙色をした火山噴出物があり， 「アカホヤ」と称され古くか

ら土壌学者・火山学者らにより注目研究されてきた。

北部台地でも地表から 2~4m下にアカホヤが認められる。北部台地では厚さはどの遺跡でも60

~70 cmとほぽ一定であり下部から （ガ約 5cmの層厚をもつ降下軽石（イ酌40cmの層厚をもつ火砕流

（ウ酌20cmの層厚をもつガラス質火山灰 の三つに大きく区分される。保存の良い場所では（イ）と（ウV
問に約 5cmの厚さで角張った軽石を多量に含む層が挟まれている。げは大豆大の角張った軽石とこ゜

く少量の岩片からなる。全体にルーズでくずれやすい。（イはまセッケンの泡状に良く発泡した拳大の

軽石や，通常の発泡程度の軽石が点在するシラス様の特徴をもっている。異質岩片はほとんど含ま

れず，基質はガラス質の火山灰である。（ウ9まちょうどオガクズ状をしたガラス質火山灰であり，下

部ほど粗粒で上部に向うに従い細粒となる。時には大豆大の火山豆石が含まれることがある。尚，

指宿地方では火砕流中に炭化木片が含まれることが多い（図ー10)。

鏡下では紫蘇輝石(Hy)・斜長石(pI)・ガラスが見られるが，特にガラスは水泡がくだけたバ

プル・ウォール型のものである。アカホヤの色調は名称どおり赤橙色をしているが，保存の良い新

鮮なものは臼色である。火山灰の上にはそれを母材として発達した黒色腐植土が約15cmの厚さに堆

積している。

噴出源について宇井（ 1973)は鹿児島湾口を想定したが，町田・新井 (1978)は指宿南方海中に

ある鬼界カルデラに求めた。噴出年代は 14C年代の測定値から約6300年前とされている。

(e)池田火山噴出物

台地北半部では単層の黄色火山灰とよく成層した細粒火山灰が 1m近くの厚さで黒色腐植の上に

堆積している。黄色火山灰層は池田火山最初期の水蒸気爆発による産物で， 5111111前後の火山礫を含

む粗粒の火山灰である。火山灰は粘土化しているが，鏡下では特徴的に黒雲母が認められる。成層

火山灰は池田火山末期のもので，池田カルデラ形成後そこから水蒸気爆発により噴出したものであ

る。こまかく成層しており一枚の厚さは平均して 3c而呈度である。火山灰中には火山豆石が含まれ）

ている。この火山灰は池田湖火山灰とよばれている。

台地南半部ではこの二つの間にシラス様の池田火砕流が挟まれている。鳥山遺跡では低地や谷部

分で厚さ20mにも達しているが，高所に向うと急激に薄くなり消滅している。軽石の大きさは最大

20C711に達する。池田湖火山灰の上には黒色腐植土が発達している。池田火山噴出物の 14c年代はい

くつかの測定値がある。松井 (1966)によるアカホヤ直上の黒色腐植土での測定値では約4600年

前となっているが，実際はそれよくやや古く 5000~5500年前後になるものと考えられる。
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(f)開聞岳火山噴出物

指宿火山における最後の火山噴出物であり何枚かのフォール・ユニットからなる。開聞岳に近い

開聞町・山川町では数mの厚さであるが北部台地ではそれほどでなく，厚い所で 1m,薄い所では

わずか数cmである。噴出物のうち最も顕著なものは“紫ゴラ”と称される火山礫質火山灰で硬く固

結している。これは最も表層に近い噴出物で厚さ 5~]5cmである。火山灰中にはしばしば竹葉・草

葉・シダなどの“化石”を取りこんでいることから，噴出当時の植生復元に役立つ。この火山噴出

物の年代は遺物との関係や史書の記載から，平安時代の貞観・仁和年間のものと想定される。北部

台地ではこの紫色火山灰の下に黒褐色をしたスコリア・火山礫があり，黒色腐植土の間に挟まれて

いる。開聞岳火山噴出物の年代については 14c年代測定値から，噴出開始期は約4000年前，最終

噴火は三代実録の記録から約1100年と考えられる。

(3) 北部台地の火山噴出物と遺物の関係

以上のように北部台地には多数の火山噴出物が厚く堆積しているが，それらの間には旧石器時代

から古墳時代にかけての幅広い年代の遺物が包含されているため，火山噴出物と遺物の関係が明瞭に

把握できる。

北部台地にある遺跡の分布には偏在は認められず，全域にわたりその高度は50~]OOmである

（図— 5)。前述のように北部台地では昭和50年から畑地整備事業に伴なう発掘がおこなわれている。

北から小牧第1I調査区の遺跡・岩本遣跡（岩本調査区）・小牧3A遺跡（小牧第 1調査区）・岩本

遺跡（新西方地区）・鳥山 I区の遺跡・宮之前遺跡である。これらのうち小牧第1I調査区の遺跡・

小牧3A遺跡は主に旧石器時代の遺物を，岩本遺跡・小牧第 1調査区の遺跡は主に縄文時代の遺物

を，鳥山工区の遺跡は主に縄文晩期・弥生時代の遺物を，宮之前遺跡では古墳時代の遺物を出土す

る（岩本遺跡 ］978 他）。

現在までに刊行された発掘報告書に基づき火山噴出物と遺物との関係を各遺跡ごとに記すと以下

のようである。

①小牧第I調査区

台地北端の小牧集落から南西にかけての台地～丘陵上に位置し，大きく 5遺跡に区分されている。

遺物の出土量はそれほど多くないが，主に旧石器時代のものが出土している。遺跡の層序は表層か

ら今和泉火砕流まで19層に区分されている。

小久保遺跡では第2層の開聞岳起源スコリア・火山礫を含む黒色腐植士層から弥生式士器・縄文

晩期土器が出士し，第7層の権現山火山噴出物中からは円筒士器が出土する。出水迫・尾越・掘添・

露重の各遺跡では第13層のチョコレート色をした粘質土層からナイフ型石器・ポイントが出土して
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いる。特に露重遺跡では第12層の噴出源未詳の黄臼色火山灰（第2イエロー火山灰）に直接おおわ

れるようにして，第13層中から小型石器と多量のフレーク・チップが出土している。中尾遺跡では

第14層の入戸火砕流風化物中から黒曜石質の石核やチャート質の剥片が出土し注目される。小牧3

A遺跡で出土した旧石器時代遺物との関係は，同遺跡の正式報告書が未刊行であることもあっては

っきりしていない。

② 岩本遺跡

岩本遺跡は高度50~60mで台地のほぼ中央部に位置する旧石器時代から弥生時代にかけての複合

遺跡であり，大きく A•B•Cの三地区に分けられている。三地区とも堆積物の層序に違いはなく，

表層から入戸火砕流直下の粘質土まで16層に区分されている。 A•C地区では第 4 層の開聞岳起源

(J)スコリア・火山礫を含む黒色腐植士の上部から弥生式土器が，下部からは縄文晩期土器が出士し

ている。 C地区で出土量が最も豊富なものは縄文時代早～前期の貝殻文円筒土器（前平系？）・押

型文土器であり，第10層の権現山火山噴出物の下部から中部にかけて出土している。

B地区では第]]層の桜島起源降下軽石まじりの黒色腐植土中から少量の細石器核などが出土して

いる。

③ 小牧3A遺跡

小牧3A遺跡の報告書は刊行されていないが遺跡内の露頭での観察によれば，層序は岩本遺跡と

大差はなく唐山火山噴出物が基盤となりその上に大隅降下軽石・入戸火砕流・アカホヤ・池田火山

噴出物がのる。大量の旧石器の出土した層は正確に把握されないが，小牧第1I調査区の例から第2

ィエロー火山灰と入戸火砕流の間にくることは間違いない。また縄文早～前期の遺物は断面観察か

ら権現山噴出物およびその下の黒色腐植土中に包含されていたと推定される。

④ 鳥山調査区

新西方東部の台地～丘陵上に位置しているが，遺跡の主体は丘陵末端部から台地縁辺部にかけて

I])比較的低所にあり，西原道畑遺跡・西原迫遺跡・早馬迫遺跡の三遺跡からなる。地形をもう少し

くわしく見ると北西～南東へのびる標高約70mの尾根と，北東～南西へのびる標高約80mの尾根が

T字形に接した小丘陵と，その北東と南西部に形成されたゆるやかな谷，およびそれから続く小台

地とからなる。三遺跡は南西部の谷と小台地部に立地している。

遺跡の層序は表層から唐山火山噴出物まで18層に区分されている。遺跡の高所では唐山火山噴出

物が厚く堆積し基盤となっているが，低所では池田火砕流が約20mの厚さに堆積し基盤となってい

る。
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西原道畑遺跡は標高30~40mの小台地にある。開聞岳起源の紫色固結火山灰（第 3層）におおわ

れて，同起源のスコリア・火山礫まじりの黒色腐植土層があり，その上部から中部にかけて成川式

土器が出土している。また表層から 4mの深さにある第12層の権現山火山噴出物中からは塞之神式

土器が出土している。

西原迫遺跡は池田火砕流がつくる定高性のある台地上に立地している。ここでは第4層の開聞岳

起源スコリア・火山礫まじり黒色腐植土層下部から弥生式土器が，第5層の火山礫まじりでやや腐

植の強い層からは縄文時代晩期の夜臼タイプ土器が出土している。

早馬迫遺跡は浅い谷の斜面部にあるが，第 5層の上部からは弥生時代前期後葉の亀ノ甲タイプ土

器から中期中葉の入来m類タイプ土器まで出士している。この遺跡の地層は各層ともやや厚くなっ

ているが，これは谷部分であるためと考えられている。

⑤宮之前遺跡

鳥山調査区の南部にあり池田火砕流がつくる標高30m程度の台地とその斜面に立地している。遺

跡中央部の畑地からは古墳時代の方形堅穴住居址が数基検出され，それに伴なって大量の甕・壷・

鉢・高杯などの士器が出士している。

遺跡の層序は表層から池田湖火山灰まで8層に区分されている。第4層は開聞岳起源の紫色固結

火山灰層であるが，噴出源により近いため約30cmと厚くなっている。この中には竹葉・草葉・シダ

などの植物化石が含まれている。第5層は同起源の火山礫を含む火山灰質黒色腐植土層であるが，

この中から住居址や成川式土器・須恵器などが出土している。これらの土器には第4層の紫色固結

火山灰が付着していることもある。

北部台地にある遺跡の火山噴出物と遺物の関係は以上のようであるが，北部台地南端を限る港川

をはさんで南部の台地～丘陵上には横瀬遺跡（道下工区）があり，また港川が蛇行する渡瀬集落に

は渡瀬遺跡がある。

横頗遺跡は主に開聞岳火山噴出物からなり，それらの間から岩崎系統の土器・入佐系統の土器・

黒川系統の土器をはじめとして弥生時代前期末～中期中葉の遺物・後期の遺物・古墳時代の遺物・

平安時代遺物と広い時期にまたがる遺物が出土している。第3地区の5トレンチで検出された住居

址内の炭化木の 14c年代測定値は 1980士15 Y.B.P, である (KSU-445)。

岩崎系統の土器は開聞岳火山噴出物最初期の黄色固結火山灰(“黄ゴラ”)と，池田湖火山灰と

の間にある黒色腐植土層中部～上部にかけて出土している。

渡瀬遺跡からは阿高式土器が出土しているが，遺跡の層序は明らかではない。

(4) 考察
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Idヽ 牧●二1 巨 I●山●董区1 四

I・ •O●●土 1・賣土 1・表~土 1・蓑士

2• 闘●岳火山●出・ 2• 黒色●纏土 2・ 舎火山レキ暴色属II士 2•• 暴〇属纏士

-----
3・ 鵬色●纏土 3・ •eIll組火山灰 3・ 禦色国組大山灰 2,b 含火山レキ鳳色●纏土

-- ----------
4・ 池田火山●出彎 ,. 含火山レキ火山灰賣虞纏土 ,. 含火山レキ●茶色火山灰 2•C 禦色国結大山灰・火山レキ

-----------
5• 暴色露纏土 5. 黒色属纏土 5・ 暴色•II土 2•d 明薦かっ色●植賣火山灰

------ -----
6• アカホヤ（奉璽火砕流） 6• 池田覇火山灰 2,, 黒色躙；纏土

-----
1． 暴色属櫨土 2,f 火山レキ賣腐櫨土

-------
2., 賃色固結火山灰

10・ 糧躙山火山疇出衝

12. 未騨火山灰（凜ニイエ0-) 12. 灌躙山火山噴出物

13• 赤荼〇帖賣土 4•b アカホヤ火山灰

-------・ 
4． 赤茶色粘貫土 4•C 火砕流・峰下・石

15・ 帯●色風化火山灰 5・ 槽璃山火山疇出衝

16, 入戸火砕流 6• 含擾島起朦峰下慶石黒色露植士

17. Ill黒茶色粘賣士 7・ 睛茶色粘賣土

18・ 唐山火山攣出働 •• 入芦＊砕・峰下●石

19・ 瓢茶粘賣士 9・ 麿山火山●出働

※ 輯告●により名慾が若干暴tよるので新しくつけたものもある。

図6 北部台地所在遺跡の地質柱状図

① 遺跡の火山噴出物対比

遺跡ごとの対比は図ー 6に示されている。遺跡の層区分は基本的には 1つの噴火輪廻に対応する

火山噴出物はなるぺく同一番号とし，さらに細く分ける際にはa, b, c,••…•としている。

ただ遺物を出土する文化層に対しては独立して番号を付したり，特殊な層に対してもそのようにし

てある場合がある。

図からわかるように各遺跡の層序はほぼ同一である。しかし詳細tとみると遺跡によって存在する

火山噴出物とそうでないものとがある。池田火山噴出物と開聞岳火山噴出物は台地の南部ほど厚く

なり，新しい噴出物が出現してくるが，これは給源に近くなるためである。

岩本遺跡では第12層に噴出源未詳の風化火山灰が数cmの厚さで特定の区域にのみ存在している。
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また小牧第u調査区の遺跡においても桜島起源降下軽石の直下に数cmの厚さで噴出源未詳の赤色

粘質火山灰がみられる。この二つは地形的な平坦地で上位の地層が厚く堆積している場所で見い出

されることから，堆積後の保存条件がきわめて良好で浸食がそれほど大きくなかったため残存した

と考えられる。

地層の厚さは低所ほど厚く，高所へ向うに従い薄くなり，時として消失するものもある。

②
 
火山噴出物と遺物の関係

前述した北部台地での火山噴出物と遺物の関係をまとめると次のようになる（図ー 7)。

柱状図 噴出物名称 噴出物 噴出顔 噴出年代 遺 物

表土

黒色腐植土

開聞岳噴出物累層

黒色腐樋土

池田噴出物累層

黒色腐植土
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桜島軽石（サツマ）
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黒色腐植土

入口火砕流
大すみ降下軽石

黒色腐植土
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図 7 鹿児島県指宿地方における火山噴出物の模式柱状図と年代・遺物
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（ア）入戸火砕流の風化土層から大形のナイフ型石器が出土する。 （イ）噴出源未詳の第 2イエロ

ー火山灰層直下のチョコレート色粘質土中から小形のナイフ型石器が出土する。 （ウ）桜島起源降

下軽石層直下の粘質士～黒色腐植土中から細石器が出土する。 に）権現山火山噴出物下部と下位

の黒色腐植土とその境界付近からは貝殻円筒文土器・押型文土器が出土する。 け）権現山火山噴

出物の中～上部にかけて塞之神土器が出土する。 切） 開聞岳火山最初期噴出物と池田湖火山灰と

の間の腐植士層からは岩崎系士器が出土する。 （キ）紫色固結火山灰層より下位の開聞岳起源スコ

リア・火山礫まじり黒色腐植土層からは縄文時代晩期の土器から古墳時代の須恵器・成川式土器に

いたる幅広い年代の遺物が出土する。

以上のような火山噴出物と遺物の関係は，九州縦貫自動車道建設に伴なう発掘で得られた結果や

県本土の他の遺跡で得られた結果とほぽ調和的であり，県本土の大半の地域が入戸火砕流堆積以降

同じような地学的環境におかれ， しかも歴史的変遷も同じようであったことを示している。

さて火山噴出物と遺物との関係から，権現山火山噴出物を除き，アカホヤをはじめとする火山噴

出物中からは遺物の出土が見られず，遺物を包含する属は火山噴出物を母材として発達した黒色腐

植土層や風化土層であることがわかる。

このことは次のような火山噴出物降下時における堆積特性によるものと考えられる。

火山の噴火は長い休止期の後突然発生することが多い。噴火は通常数十日～十数年の短期間に終息

し，またその後長い休止期が訪ずれる。休止期が長いほど噴火は激しく大量の火山噴出物を放出す

ることが知られている（町田 1977他）。休止期には下位の火山噴出物の上に草木が繁茂し，そ

れらが枯死したものが集積し黒色腐植土が生成される。従来この黒色腐植土は発掘報告書中で黒色

火山灰層として扱われていたものに相当する。火山噴出物の上に形成された黒色土が草木等の腐植

の集積によるものであることは，これをおおう火山噴出物の下面に草木等の印象が残されているこ

とや黒色土から大量の花粉化石が検出されることからわかる。火山噴出物に草木等の印象（化石）

が残されている例は，開聞岳火山噴出物の紫色固結火山灰や池田火山起源の黄色火山灰（池崎火山

灰）に見られる。

この黒色腐植土層から遺物が出土するのは，火山活動の休止期であったため人頚の活動が可能で

あり生活が営まれていたことを示している。長い休止期の後，大噴火が発生すると多量の火山噴出

物が厚く堆積し，黒色腐植士と共に遺物を密封してしまう。火山噴出物の堆積は一般に短期間で終

息するのでその中には遺物を含まないことになる。噴火が終息すると再び休止期となり黒色腐植士

の生成がおこなわれ，人類の活動も再開される。その際，火山噴出物の上下で出土する遺物の年代

が異なる場合と全く同じ場合とがあるが，これは火山噴火が自然と人類に与えた影響の大小による

ものと考えられるが，今後の詳細な検討を要する。

ところで権現山火山噴出物中からは貝殻文円筒土器や塞之神式土器など異なる数型式の士器が出

土しているが，これは次のように考えられる。

権現山火山噴出物は安山岩質の火山灰・スコリアであることから，降下軽石などの噴火に較ぺて

それほど激しくなかったと推定される。また異なった種類の火山噴出物を含んでいることや硬さの
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異なる上下二層に区分されることから，噴火活動は短い休止期を挟んで何回かくり返したと推定さ

れる。休止期には黒色腐植土が生成されたことは十分考えられるが，現在これが見られないのは休

止期が短く黒色腐植の生成が弱く地表水などにより流失したのかもしれない。権現山火山噴出物は

ある一定期間噴火が継続した結果形成されたもので，その間に短い休止期があり生活が可能であっ

たと考えられる。

これと同様の例は県本士北部の溝辺台地から霧島山麓の遺跡でも認められる。そこでは数十m(j)

厚さで青灰色をした粗粒の火山灰が堆積し，その中から塞之神式土器や平椿式土器が出土している

（石峰遺跡他）。しかし霧島火山に近づくにつれこの火山灰はより粗粒で厚くなり，ついには遺

物を包含しないようになる（米満 1981)。

③火山噴出物の堆積様式

遺跡内における地層の堆積状態はどのトレンチでも異なることが多い。例えば小牧第 11調査区で

は入戸火砕流の厚さは数十mから Omまで大きく変化している。また前述のように開聞岳火山噴出

物と池田火山噴出物は台地南部の遺跡ほど厚くなっている。そして一般にこれらの火山噴出物や黒

色腐植土は遺跡内の低所で厚く高所で薄くなっている。

このような堆積状態の違いはけ汰山噴出物自体のもつ堆積様式による （イ巖i源との関係による

（ウ雅積後の二次的移動による，ものと考えられる。

入戸火砕流の場合，図ー 8に示されるように主に谷に沿って流走し堆積したため旧地形の谷部分

では厚く，逆に壁面や高所の山地では薄くなっている。北部台地でも入戸火砕流・池田火砕流の基

盤高度を調べると厚い部分で低くなっていることがわかる。

次に北部台地では南部ほど開聞岳火山噴出物と池田火山噴出物が厚くなっているが，これは開聞

岳火山・池田カルデラが南部にあるためである。火山噴出物は給源に近づくほど急速に厚くなり，

また火山噴出物の数も増加している（図ー 6)。

同一遺跡内で火山噴出物や黒色腐植土の厚さが変化する例は多数あるが，台地南端の宮之前遺跡

匝 国
河

基鱚紐形の谷部分

基盤地形の谷部分

図8. 火山噴出物の堆積の仕方右：降下物左：火砕流
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では紫色固結火山灰と池田湖火山灰との間の黒色腐植土が数十cmから 3mまで変化している。火山

噴出物のうち降下火山噴出物は旧地形を平行におおって堆積するが，谷部分では重力により下方へ

滑落して厚くなる。また腐植土の生成や流れこみも谷部分でより大きくなるので厚くなっていくも

/])と考えられる（図ー 8)。

黒色腐植士生成時における流水の作用については，まだはっきりしたことはわかっていない。県

北部の横川町中尾田遺跡では同一地層内で63cmの距離をへだてた二つの土器が接合した例がある

（中尾田遺跡 1981)。これが流水の作用により離れてしまったものかどうかは検討の余地がある

が，このような接合関係を詳細に調べることにより今後あきらかにされていくものと期待される。

同様のことは垂直方向への遺物の移動についてもいえる。

ところで，鳥山調査区の西原道畑遺跡第1トレンチでは，地層の横転現象が認められる。図ー 9

に示されるように横転した地層は池田火山噴出物におおわれ，人戸火砕流まで影響が及んでいる。

地層横転の発生した時期については不明瞭であるが，アカホヤが横転しそれが池田火山噴出物にお

おわれていることから，県本土北部の各遺跡で指摘されているようにアカホヤ堆積後に発生したと

考えられる。

九州縦貫自動車道建設に伴なう発掘では石峰・桑ノ丸•山神遺跡など多くの遺跡から地層横転（

局部断層）が報告されている。石峰遺跡の報告書（ 1980)では，地層横転が霧島山系に近い場所で

認められることから霧島火山の影響が考えられるとし，風倒木や流水による作用は否定している。

能登 (1974)は関東地方の例から遺構としての性格づけのできない落ちこみが風倒木により形成

されたとし，石器文化談話会による宮城県の座散乱木遺跡発掘報告書 (1981)でも性格不明の落ち

こみが風倒木により形成されたとしている。

県本土では縦貫自動車道関係遺跡と鳥山調査区でしか知られていないが，今後の発掘によって新

例が増加していくものと思われる。

現在のところ地層横転がどのような営力により形成されたか，はっきりしたことはわかっていな

い。しかし，県本土ではアカホヤ堆積後に地層横転が発生していること，規模が10°~lO'mのオ

ーダーで比較的小さく局所的現象であること，平坦地でも斜面でも認められることなどから地震や

火山噴火などの地質学的営力や，流水の作用による浸食や地滑りにより形成されたとは考えられな

い。指宿市北部台地ではアカホヤ直上の黒色腐植土の発達が休止期の長さにくらべて悪いこと，後

述のように県本士北部ではアカホヤの二次堆積物が存在することなどから，アカホヤ堆積後の環境

変化と気象的要因が関係して地層横転が形成されたと推定されるが，くわしい成因については今後

/])発掘例の増加により判明してくるものと期待される。

④ アカホヤと遺物の関係

前述のように北部台地ではアカホヤは降下軽石・火砕流・火山灰の 1噴火輪廻の火山噴出物から

なり，数十cmの厚さで明瞭な層を形成している。宇井 (1973)• 町田 (1981) により明らかにされ
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図9 地層横転スケッチ図

｝アカホヤ

たように，県本土で 1噴火輪廻の火山噴出が堆積している地域は薩摩半島では喜入町以南，大隅半

島では鹿屋市以南である（図ー10)。それより以北では薄い降下軽石と火山灰層とからなり，火砕

流が到達しなかったことを示している。火山灰層直下には直径0.5 cm以下の火山豆石が薄く層をな

している。色調は薩摩半島・大隅半島南部の保存の良い場所では白色であるが，以北では特徴的に

赤橙色をしている。

指宿地方ではアカホヤは全くの無遺物層であり，その上に生成した黒色腐植土層も無遺物層であ

る。アカホヤと池田火山噴出物の時間間隙は約1000年間であり，この間に15cmほどの厚さに黒色

腐植土が生成したことになる。この期間は火山活動の休止期で，しかも温暖期であったことから生

活に適していたと思われるが，何らの遺物も検出されないことは興味深い。また中村 (1967)は開

聞岳火山噴出物間の黒色腐植土の生成速度を 8cm/1 00年と求めているが，アカホヤ直上の黒色腐

植土の厚さは約15cmであることから生成速度は 1~2cm/1 00年となり，上層からの圧密を考慮し

ても異常に遅いことになる。このことは遺物が何ら検出されないことと合せて，アカホヤ噴出に伴

なう自然環境・人類活動に与えた影響の一端を示唆している。

ところで県本士の中～北部にある遺跡のアカホヤ層からしばしば遺物の出土することが報告され

ている。表ー 1に示されるように出土する遺物は縄文時代前期の曽畑・轟式土器から，後期の指宿

式土器・晩期の土器まで幅広い年代のものである。中～北部に堆積しているアカホヤを詳細に観察

すると，下部のやや硬くしまった細粒で弱粘質の火山灰と，上部の柔らかくサラサラしたガラス質

の火山灰との二つに分けられる。下部の火山灰は厚さが20~30cmとほぼ一定であり，しかも連続性

が良い。またどの遺跡でもこの層には遺物が包含されていないことは共通している。

一方，上部の火山灰は一般にやや黒味を帯びた赤褐色をしており，時には暗赤褐色をして黒色腐

植士に移行しているものもある。厚さは遺跡により異なり，栗野町山崎遺跡では 1m近くもあるの

に対し，溝辺台地の木佐貫遺跡では勾cm程度と薄い。遺物はこの上部の火山灰に包含されている。

アカホヤの給源に近い指宿地方や根占地方ではこれに相当するものはない。もしこの火山灰が鬼界

カルデラ起源のもので長期間にわたって降下堆積したものであれば，当然指宿地方や根占地方でも

認められるはずであるが，それがないことは鬼界カルデラ起源でないことを示している。アカホヤ
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Ky 

石峰遺跡 ． 

加治器
園遺跡 •． 

佐多 x ：炭化木片
ヽ ：炭化木片分布地域
＼ （推定）

ユ と～ユ
1鬼界カルデラl 胃

0 20 
| I l l l 
20KM 

図10 アカホヤ （幸屋火砕流）中の火砕流部分の分布

及び炭化木の存在する地点（分布は宇井による）
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図11 アカホヤの対比

の起源は鬼界カルデラと考えられている（町田・新井 1978)から，この上部の火山灰が霧島火山

に起源をもつことはない。遺跡によって厚さが異なっていることや黒色を帯びていること，数型式

の土器を包含していることから，この火山灰は下部のアカホヤ火山灰の二次堆積物である（図ー]])。

指宿地方では，アカホヤの上に最大20mにも達する厚さで池田火山噴出物が堆積しているが，こ

I])上に生成した黒色腐植土層から縄文時代中期の阿高式土器・岩崎系土器や後期の指宿式土器・市

来式土器が出土している。もしアカホヤ中から中期～後期の遺物が出土するとすれば当然指宿地方

でもアカホヤ中から出土するはずであるが，それが全くないことは県本土中～北部のアカホヤの上

部火山灰が二次的堆積物であることを裏付けている。
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町田（ 1981a)はアカホヤの堆積により南九州の自然環境が悪化したと想定しているが，二次堆

積物の存在は自然環境の悪化で植生が一定せず火山灰の流失がくり返されたことを示す一つの証拠

かもしれない。

指宿地方ではアカホヤの火砕流中から炭化木が発見されることが多い。炭化木は図ー10に示され

るように大隅半島南部でも多数の地点で発見されている。通常炭化木の大きさは直径数cm,長さ十

数cmである。炭化木が存在することは火砕流が高温状態で流走してきたことを示し，当時の自然環

境に多大の影響を与えたことが推定される。新東 (1978, 1980)はアカホヤの下からは塞之神式士

器が出土し，J:からは曽畑・轟式土器が出土し文化が全く異なっていることを明らかにしたが，こ

れもアカホヤの人類に与えた影響の一端を示していると考えられる。

⑤桜島起源降下軽石の年代

鹿児島市及びその周辺では，入戸火砕流の上に降下軽石・薄層理軽石質火山灰・火山灰の三層か

らなる新期火山噴出物が数mの厚さで堆積しているが，等厚線から給源は桜島と推定されている（

大木・早坂 1970)。また，石川ら (1972)により 10630士220Y. B. P.と11220士200

Y. B. P.の二つの14C年代が報告されている。最近，町田 (1981)はこの火山噴出物に対し「薩

摩」の名称を与えている。

指宿地方の北部台地では火山噴出物のうち降下軽石と少量の火山灰がみられるが，分布の南限に

近いため黒色腐植土中にそれらが点在している。

ところで，この桜島起源降下軽石は縄文時代と旧石器時代を分けるきわめて菫要な火山噴出物で

あるが，考古学的発掘では鹿児島市の加栗山遺跡で最初に注目された。

これについて，石川・加藤 (1977)による加栗山遺跡での薄層理軽石質火山灰の位置づけと，そ

れに対する新東 (1978)の異なった見解が出されている。

石川・加藤は加栗山遺跡の層序を20層に区分し，そのうち入戸火砕流直上の成層した火山砂礫．

軽石互層を，大木・早坂による新期火山噴出物の薄層理軽石質火山灰に対比されるとした（図ー12)。

そして，この層より上位の第14層の埋没性腐植質土壌から得られた 14C年代が 10220士330Y. 

B. P. であったことから，従来の測定値と調和的であるとした。

一方，新東は薄層理軽石質火山灰は加栗山遺跡の第9~12層に対比されるとした。

入戸火砕流の14C年代はよく知られているように 22000年であるが，薄層理軽石質火山灰との

間には約 10000年の時間間隙が存在している。柱状図から明らかなように，石川・加藤による薄

層理軽石質火山灰は入戸火砕流の上に直接のり，顕著な不整合は認められない。また当然発達した

と考えられる黒色腐植土も認められない。加栗山遺跡の 14c年代測定値は第14層の細石器包含層か

ら得られているが，石川・加藤の指摘した薄層理軽石質火山灰層との間には 1m以上の厚さで黒色

腐植土や火山灰（ローム）が堆積している。もし薄層理軽石質火山灰と第14層の14C年代が正しい

とすれば，わずか 100年間位の間で 1mの厚さに堆積したことになる。ところが前述のように入戸
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火砕流と石川・加藤による薄層理軽石質火山灰との間には約]0000年間の時間間隙があるにもかか

わらず全く黒色腐植土の生成はおこなわれていず矛盾する。

現地周辺での観察によると，石川・加藤の薄層理軽石質火山灰層は粗粒の砂や礫・軽石の互層か

らなり，その上にマンガン沈積物などが認められる。また軽石は下位の入戸火砕流のそれに頚似し

ている。このような特徴をもつ堆積物は県本土各地で入戸火砕流の上にみられ，一般に流水の作月

で形成された二次シラスとされている。

石川・加藤による加栗山遺跡の薄層理軽石質火山灰層はその特徴やその上位の地層の堆積状態か

ら考えて，入戸火砕流の二次堆積物に間違いない。

従って，大木・早坂による薄層理軽石質火山灰層は“C年代や遺物との関係から，新東が指摘し

たように第9~12層に対比される。そうすると加栗山遺跡での14C年代はわずかに逆転してしまう

が，測定資料が腐植士であったことや測定時の誤差を考慮すればきわめて調和的である。

ところで桜島起源の降下軽石は13枚認められる（福山 1978)が，本層はこのうち最も初期の隕

出物に属し，桜島火山の起源を考える上で重要である。他の桜島起源の軽石が火山の周囲にのみ分

布しているのに対し，本層は県本土全域を広範囲におおっている。特に志布志町東黒土田遺跡では

本層に対比されると思われる火山灰層の直下から縄文時代草創期の遺物が出土しており（瀬戸口

]98])'今後よりくわしい火山学的・考古学的調査が必要である。

(5) まとめ

指宿地方は約3万年前から活動を開始した火山が多数あり，それに由来する火山噴出物が厚く堆

積している。一方，同時期に霧島・桜島火山なども活動しており，それらに由来する火山噴出物も

厚く堆積している。指宿市北部台地にある狭小な台地では，それぞれ噴出源・年代を異にする火山

噴出物が堆積し，それらの間に発達する黒色腐植土や火山灰からはナイフ型石器・細石器から縄文

時代早前期遺物，中・後・晩期遺物，弥生時代遺物，古墳時代遺物が出土する。

鹿児島県においてこのように明確に火山噴出物と遺物の関係をとらえられる地域はない。このよ

うなことから，指宿地方における考古学的発掘による結果はきわめて重要で示唆に富んでいる。

※ その 2 では開聞岳火山噴出物と遺物の関係について述べる予定である。
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火山噴出物の分類 （補足）

図ー］にあるように鹿児島県下には北から南へほぽ直線状に霧島火山・姶良カルデラ・桜島火山

•阿多カルデラ・池田カルデラ・開聞岳火山・鬼界カルデラが並び，それらに起源をもつ多種類の

火山噴出物が広く分布している。火山噴出物は性状の違いや運搬形式の違いにより様々に区分され

ているが，火山灰や軽石など一般になじみのあるものからきわめて特殊なものまである。ここでは

遺跡発掘に際し比較的よくあらわれる火山噴出物について特徴と例を簡単に紹介する。

(1) 溶岩（流）

県下の遺跡で直接溶岩におおわれて遺物が出士した例は知られていないが，溶岩が遺跡の基盤に

なっている場合はいくつかある。溶岩は地下に存在したマグマが地表にあらわれ固化したものを指

す語句で，化学組成 (S i Oりにより玄武岩•安山岩・流紋岩に区分されている。通常溶岩は火山

から流出して溶岩流となり地表にあった畑地や建物をおおいつくすため，溶岩の下から種々の遺物

が出土することがある。県下には旧石器時代から歴史時代にかけて何回も溶岩を流出さした霧島・

桜島・開聞の各火山があることから，将来溶岩流の下から遺跡が発見される可能性が大きい。

(2) 火砕流堆積物

鹿児島県を中心とする南九州一帯には“シラス”と称される軽石まじりの火山噴出物が厚く堆積

し所謂“シラス台地”となって，産業や自然環境に多大の影響を与えていることはよく知られてい

る。シラスは“白い砂”に由来する俗称であり，一般に 22000年前姶良カルデラから噴出した入

戸火砕流をさしている。入戸火砕流は超広域火山灰のAT火山灰につながるものである（町田・新

井 1976)。

一般に火砕流は軽石・岩片まじりの火山噴出物で，基質はガラス質の火山灰である。陶汰が悪く

成屑していない。火砕流中にはしばしば炭化木を含むことから，火山体より流走した高温（数100

℃)の乱流堆積物と考えられている。火砕流は溶岩と火山灰の中間の性質を持ち地表面を100皿／h

以上の速度で流走する場合も多い。大規模火砕流の場合，噴出源から四方へ拡がり平坦な台地状に

なるように堆積する。中～小規模火砕流の場合，谷筋や低地にそって埋めるように堆積する。（守

屋 1983)。高温の火砕流の場合内部の火山灰や軽石が溶融し互いに固結して，溶結凝灰岩に変化

する。

最近の調査によれば，県下にはこのような特徴をもち噴出源・年代を異にする火砕流が多数存在

している（荒牧・宇井 1976)。従ってシラス様の特徴をもつ堆積物であるからといって必ずしも

それが入戸火砕流とはならない。例えば指宿市にある池田湖を中心とする地域にはシラス様の堆積

物が厚く堆積しているが，これは約5000年前に池田カルデラから噴出したきわめて新しい火砕流
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図13 指宿地方でみられる火山噴出物の分布範囲

(Km, Kr -ejは中村、 os-pは荒物による。）
Kyは図10と同じくアカホヤ（幸屋火砕流）中の火砕流部分

である。

(3) 降下軽石

大規模なプリニー式噴火の際には白色を呈する軽石が噴出することが多い。一般に降下してきた

軽石は白色をしており，形は角張ったものが多い。遺跡内で降下軽石を観察すると空中での飛行中

にふるいわけられ成層していることがわかる。また，層内には火山灰・岩片はないか，あっても少

量である。

県本土には降下軽石が多数存在する。入戸火砕流の直下には白色～黄橙色をした大隅降下軽石が
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あるが，垂水付近では十数m近くの厚さになっている。また桜島からは十三枚の降下軽石が噴出して

いる（福山 1978)し，霧島火山にある御池からは御池降下軽石が，指宿火山の池田湖からは池田

降下軽石が噴出している。いずれも噴出源の東側に分布の主体があるのは，上空を吹く偏西風の影

誓である（図ー13)。軽石は新鮮なものは白色であるが風化が進むにつれて黄色～橙色に変化する。

(4) スコリア

スコリアは軽石によく似た発泡した火山噴出物であり，色は黒色～赤褐色のものが多い。外見は

コークス状である。スコリアは一般にsi02成分の少ない玄武岩～安山岩質の火山から噴出する
もので，県本土では霧島火山・開聞岳火山の周囲に厚く堆積している。特に開聞岳火山は噴火の初

期から終りまでスコリアを噴出しつづけているが，それらの間にはさまれる黒色腐植土からは遺物

の出土が知られている。スコリアは風化すると橙色になる。

(5) 火山礫・火山灰

火山噴出物のうち特定の内部構造をもたない32111111~2111111(または64111111~2111111）の大きさのものを

火山礫， 2111111以下のものを火山灰とよんでいる。火山礫は軽石やスコリアと異なり発泡がみられず，

安山岩や玄武岩質の角張った岩片状である。霧島火山や開聞岳火山からは多数噴出しており二つの

火山に近い遺跡内でみられる。火山灰は県下のどの遺跡でも大抵認められるが，従来火砕流や降下

軽石も火山灰として一括して扱われていたことが多い。火山灰は粗粒なものから細粒なものまで様

々であり，色調も白色・灰色・黒色・黄色と変化が大きい。構成鉱物は輝石・斜長石が主でありそ

れに火山ガラスが含まれる。火山灰は風化すると色調が変化するが，珪長質の化学組成をもつ火山

灰は黄色～橙色に，中性～苦鉄質の化学組成をもつ火山灰は赤色系に変化していく。火山礫・火山

灰の分布は軽石・スコリアと同じように偏西風に流され東方に堆積する場合が多く，また噴出源に

近づくにつれ急激に厚さが増し多くのフォール・ユニットに分かれていくことが多い。

(6) 噴火の様式

火山からの噴火は図ー14のようにいくつかの種類に分けられるが，通常の噴火の場合 ①ストロ

ンボリ式，②プルカノ式，③プリニー式，の三つに大別されている。ストロンボリ式噴火は比較的

おだやかな玄武岩質の火山の噴火型式であり，主にスコリア・火山弾を数百mの高さまで放出する。

ブルカノ式噴火はそれより激しく安山岩質の火山の噴火型式であり，主に火山灰・軽石を数千mの

高さまで放出する。桜島でしばしば発生する噴火型式である。プリニー式噴火は最も激しい噴火で，

よく発泡した珪長質マグマに由来する軽石が十数kmの高さまで噴きあげられ降下する。火山の噴火

には以上の他に火砕流を流出させるようなものもありいくつかに区分されている。大規模火砕流の
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2火砕流の讀火
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A・ブレー型熱雲

B・スフリエール型熱雲

C・メラピ型熱雲

D・大規模な璽石流・火山灰流

3水蒸気爆発
火山泥流の発生

、9
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急遭に拡がる

マグマ水蒸気爆発

浅濯．糊底噴火

グランド・サージたい積物

図14 火山噴火の様式（荒物らによる）
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噴火の後にはしばしば陥没カルデラが形成される。またマグマと水が接触すると激しい爆発が発生

し細粒の火山灰が噴出したり，時には噴火口から四方へ波状になって拡がっていくこともある。後

者の堆積物はグランド・サージ堆積物（又はベース・サージ堆積物）と称されるもので，ちょうど

二次シラス様となっている。この堆積物は成川式土器の標式地である山川町成川遺跡や，指宿市南

部の大渡遺跡では基盤をなして厚く堆積している。以上の他，泥流等を発生させるような噴火もあ

る。

火山砕屑物

粒子の直径 粒子が特定の； 形や内 粒子が特定の外形 粒子が多孔質の
部構造をもた いもの （構造）をもつもの もの

>64 mm I火山岩塊 火山弾
軽石

溶岩餅

64~2mm 火山礫
スコリア（岩滓）

スパター

ベレーの毛

く2mm 火山灰
ペレーの涙

表2.


